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第２回：“CTL”を使った簡単なプログラミング

株式会社ガンパウダー



１．“CTL”によるプログラミングとは？

テクニカル指標等のインディケータ

売買戦略

独自の関数・使用頻度の高い関数

DB360が理解できる形式に変換する

Chart Studio を使い

人間が理解できる言葉で記述して



2．CTLプログラムの種類と関連性

① インディケータ

Indicator インディケータ名；

Input 入力パラメータ；

draw 描画変数名；

vars変数名；

begin

end.

ステートメント記述部分

②関数

Function 関数名；

Input 入力パラメータ；

result 出力結果；

vars変数名；

begin

end.

ステートメント記述部分

③売買戦略

strategy 戦略名；

Input 入力パラメータ；

vars変数名；

begin

end.

ステートメント記述部分

呼び出し可能
呼び出し可能

呼び出し可能



３．インディケータのプログラミング

チャート上に表示させる
ものを数式で表す事！



３．インディケータのプログラミング

例１）高値と安値の差を表示させる

数式で表すと・・・・

差 ＝高値－安値

DefHL = High - Low

CTLで記述すると・・・



３．インディケータのプログラミング

例１）高値と安値の差を表示させる



３．インディケータのプログラミング

例２）ボリンジャーバンドとの乖離を表示する

条件分けが必要となる！

比較する対象がインディケータ



３．インディケータのプログラミング

例２）ボリンジャーバンドとの乖離を表示する



３．インディケータのプログラミング

例２）ボリンジャーバンドとの乖離を表示する



ご清聴ありがとうございました

「“ＣＴＬ”でシステムトレード」　です。

ぜひご参加くださいますようお願いいたします。

次回は　１２月１１日（火）19：30～ 21:00開催の

第3回よくわかる ＣＴＬ 講座


